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寿大学入学式
［日時］平成９年４月25日（金）

午前10時から
［会場］老人福祉センター
※新入学対象者（平成９年度中に65歳に
なられる方）の入学をお祝いする日で
す。大学生の皆さん、ぜひ新入生の方
をお誘いあわせのうえ、ご参加くださ
い。

婦人学級開級式
［日時］平成９年４月27日（日）

午前９時20分から
［会場］トレセン多目的ホール
［講師］レクリエーション。

コーディネーター
河村　三恵　先生

イキイキ笑顔輝いていますか？
心と体を健やかに保ち、暖かい人間関係
を築くため、レクリエーションでとびきり
楽しい一時を過ごしましょう。体操のでき
る支度でお越しください。（上履きシュー
ズをご持参ください。）
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